
○○○党 選挙対策（マニフェスト担当）本部ご担当様 

 

 拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 来る参議院選挙に向けて、ご多忙にご活躍のことと拝察申し上げます。 

 現在、日本各地で医療崩壊がドミノ倒しの現象となっていることは、メディア等の報道

でも国民的関心事となっていることは明らかです。 

 私ども日本消化器外科学会でも、国民の命の安全を守るという立場から、日本の医療崩

壊を阻止するために、現在の本会会員（消化器外科医）の置かれた状況につきまして、ア

ンケート調査を実施し、来る 7月 18 日〜20 日かけて開催いたします、第 62 回日本消化器

外科学会定期学術総会（於：京王ブラザホテル）で発表し、医療崩壊を阻止するためには、

今後消化器外科医がいかに行動すべきかについて議論を行う予定です。 

 さて、私どものアンケート調査で判明いたしましたのは、全国で 94％の消化器外科医が

当直明けに通常勤務（手術や外来等）という過重労働、さらに外科医が化学療法（抗がん

剤治療）・緩和ケア・救急医療・手術時の麻酔等、本来は専門外とも言える治療を行わざる

をえないという医師不足の実態や、さらに、現在の消化器外科医（他科の医師も同様）が、

他の先進国では医療事務者等が行っている、保険診断書や承諾書等多くの資料作成等の事

務作業の増加に忙殺されていることも判明いたしました。 

 私ども日本消化器外科学会は、日本の医療崩壊を食止めるために、日本の医療体制をせ

めて日本の国力並みに整えることが必要最低条件であり、そしてそれを実施することがで

きるのは政治と考えております。 

 そこで、来る参院選挙を前に、貴党のマニフェストをお伺いし、来る定期学術総会ほか

におきまして、ぜひ本会会員に紹介したいと考えております。 

 参院選挙直前の大変ご多忙の時期とは承知しておりますが、「医療は国民の命の安全保

障」という観点でぜひご協力いただけましたら幸いです。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。                    敬具 

 

    平成 19 年 7 月吉日 

                 有限責任中間法人  日本消化器外科学会 

                            理事長 北野 正剛 

                 第６２回日本消化器外科学会定期学術総会 

                            会 長 上西 紀夫 

 

 

締切：平成 19 年 7 月 12 日（木）必着でお願いいたします。 

返送方法：同封封筒あるいはファクシミリ（学会事務局：03-5641-3588）にて 

     お願いいたします。 

この件に関する問い合わせ先 

 日本消化器外科学会医療環境検討委員会委員長 

 近畿大学医学部外科教授           塩崎  均 

  電話：0723-66-0221 近畿大学医学部付属病院 



アンケート回答用紙 

（何れか１つを選び○を付して下さい．「その他」を選ばれた場合は具体的な内容をご記入下さい） 

 

                     記載日：    年    月    日 

 

                     政党名：              党 

 

                     回答者お名前： 

 

１．貴党は現在の日本の医療崩壊に対して 

  (1) 大いにに危機感を持っている 

  (2) 特に問題ない 

  (3) その他 

 

 

 

 

 

２．医療崩壊の根本原因には国際的に見た日本の医師の絶対数不足があると言われてい 

  ますが 

  (1) 日本の医師は絶対数が不足している 

  (2) 医師数は適正である 

  (3) 偏在が問題である、 

  (4) その他 

 

 

 

 

 

３．医療崩壊の原因には国際的に見た日本の低医療費政策があると言われていますが 

  (1) 日本の医療費は少ない 

  (2) 日本の医療費は適正である 

  (3) 日本の医療費は過剰だ 

  (4) その他 

 

 

 

 

 



４．医療崩壊を阻止するため、今後の医療費と医師養成数について 

  (1) 高齢化社会、団塊の世代の高齢化を見越して増大させるべき →アンケート５へ 

  (2) 今のままのペースで工夫して対応すべき 

  (3) 日本の財政赤字を考えて、さらに医療費は抑制し、医師数も偏在の解決で対応す 

    べき 

  (4) その他 

 

 

 

 

 

５．もし医療費と医師数を見直すならどの程度を目標にすべきと思いますか 

 例：医師は OECDE 平均並みの数、医療費も他の先進国並みを確保すべき 

   医師は（           ）に増員、医療費は（         ）に 

   増加すべき 

 

 

 

 

 

６．貴政党は今回の選挙で医療問題の優先度をどのようにとらえていますか（自由回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．その他（日本消化器外科学会へ望むこと等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、ご回答ありがとうございました 


